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☆ わくわくこども広場☆ わくわくこども広場
9月 6月

定例会
12月 3月

増永　一彦　議員　８ページ　�新道の駅の経済効果について
飯田　隆一　議員　９ページ　�既存風力発電等施設の実態は
塚本　　眞　議員　10ページ　�ヒグマ出没対策について
小野寺　真　議員　11ページ　�介護保険制度について
田畑　豊利　議員　12ページ　�江差町三大祭りについて
出﨑　太郎　議員　13ページ　スルメイカ漁制限の影響や対策は

一般質問一般質問

生活交通路線等維持費補助事業等生活交通路線等維持費補助事業等
合計１億５５４万１千円の補正予算可決合計１億５５４万１千円の補正予算可決

補正予算補正予算



補 正 予 算

生活交通路線等維持費補助事業等生活交通路線等維持費補助事業等
計１億５５４万１千円を補正計１億５５４万１千円を補正

12月定例会12月定例会　　こんなことが決まりました！こんなことが決まりました！

　１２月１１日に開催された第４回定例会で補正予算を含む議案等が審議され、全て原案のとおり可決されました。

◇在宅型総合福祉施設管理（燃料費）
92万９千円（全額一般財源）

◇町会所会館維持管理（燃料費）
34万１千円（全額一般財源）

◇文化会館管理（文化会館指定管理）
521万５千円（全額一般財源）

　エネルギー価格の高騰に伴い、施設の燃料費及
び電気料金の不足分を増額するもの。
◇令和６年度障害者自立支援給付費国庫負担金返還

1,077万４千円（全額一般財源）
◇令和６年度障害者医療費国庫負担金返還

633万１千円（全額一般財源）
◇�後期高齢者医療広域連合負担金（令和６年度市
町村療養給付費負担金の確定及び精算分

1,163万２千円（全額一般財源）
　関係法令に基づく負担金の額の確定に伴い、既
に交付を受けた金額との差額分を返還及び納付済
み金額の不足分を追納するもの。
◇�令和７年８月19日の大雨等に係る災害対策（海
岸漂着物緊急対策）

2,200万円（道支出金及び一般財源）
　開陽丸青少年センター管理棟解体に伴うフリー
Wi-Fi及びミニFMの送受信設備の撤去委託。
◇旧町営レストランの設備改修（小上がり解体等）

 65万２千円（全額一般財源）
　令和７年8月19日からの低気圧による大雨の影
響により漂着した流木を、サケ定置網漁業等に影
響が出ないよう、緊急的に対応した堆積流木等の
処分費用。

◇�常設保育所運営（自動体外式除細動器（AED）
整備事業）
61万２千円（その他特定財源及び一般財源）

　企業版ふるさと納税を活用するもので、寄附意
向に基づき、子どものサポート体制充実のために
設置するもの。

一　般　事　業
◎一般会計

◇生活交通路線等維持費補助事業
1,013万８千円（全額一般財源）

　地域住民の移動手段を確保する観点で、バス事
業者に対し、運行経費について補助を行うもの。
　当該補助により、生活交通路線等の維持と地域
住民の利便性の向上及び地域経済の活性化に寄与
する。
◇豊部内川河床低下防止工事（下流）

7,000万円（全額地方債）
　経年的な河床低下により護岸等の河川構造物の
不安定化が進んでいる豊部内川の対策工事。
　財源は「緊急自然災害防止対策事業債」
◇運動公園管理（テニスコート中央フェンス柱修繕）

97万７千円（全額一般財源）
　10月27日から28日にかけて発生した暴風によ
り被害を受けたもので、利用者の安全確保と被害
の拡大を防止するため、復旧工事を行うもの。

◇Ｊアラート受信機更新及びアンテナ分離工事
986万７千円（地方債及び一般財源）

①�現行サポート期限が令和８年度末に控えるＪ
アラート受信機の更新。

②�現在、共同受信している北海道総合行政ネッ
トワーク衛生無線回線の更新整備が行われ、
共用不可能になることから、町の単独受信ア
ンテナを整備するもの。

◇文化会館管理（吸収式 冷温水発生機修繕）
143万円（全額一般財源）

　経年劣化に伴い、必要な部品交換を行うもの。

強風により破損したテニスコート中央フェンス

このページでは、今回補正予算
の注目事業を紹介します！

大雨の影響により堆積している流木等
※写真は五厘沢町地区と伏木戸町地区
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条例改正等は次ページへ

◎特別会計
■国民健康保険費特別会計
◇国民健康保険システム改修（制度改正対応）

108万7千円（国庫支出金及び一般財源）

■後期高齢者医療特別会計
◇後期高齢者医療システム改修（制度改正対応）
175万２千円（国庫支出金及びその他特定財源）

■介護保険特別会計
◇介護保険システム改修（制度改正対応）

38万５千円（その他特定財源）
◎企業会計
■公共下水道事業会計
◇管渠布設工事に係る増額補正

1,140千円（全額地方債）

◇�後期高齢者医療費特別会計繰出金（子ども・子
育て支援金制度対応システム改修）

１千円（全額一般財源）
　システム改修費に対して交付される国庫補助金
の端数分。
◇�介護保険特別会計繰出金（令和７年度介護報酬
改定に伴うシステム改修事業）

38万５千円（全額一般財源）
　制度改正に対応するためのシステム改修費。
◇�国民年金事務（総合行政システム改修制度改正
対応）　　　　　　40万１千円（全額一般財源）

　制度改正に対応するためのシステム改修費。
◇�妊婦のための支援給付（健康管理システム改修）

55万９千円（国庫支出金及び一般財源）
　妊婦の方などの経済的支援を図る目的に創設さ
れた妊婦支援給付金の給付に伴い、妊婦の転出・
転入に伴う自治体間連携に係るシステム改修費。
◎財源更正
◇きれいなまちづくり推進事業　

５万２千円（一般財源から道支出金）
◇海水浴場運営事業　

176万２千円（一般財源から道支出金）

その他事業・減額補正は下記のとおり

減額補正
事　 業　 名 補　正　額 補 正 財 源

北の江の島構想推進（モニタリング支援業務） ▲209万円 その他特定財源・一般財源
伝統文化のまちづくり共創型空港アクセス改善事業 ▲60万8千円 全額一般財源
コミュニティプラザえさし（エコー）管理 ▲74万6千円 全額一般財源
戸籍総合システム改修（氏名の振り仮名通知サービス業務委託） ▲61万5千円 全額国庫支出金
各種統計調査 ▲47万5千円 全額道支出金
子どもの未来応援事業 ▲100万円 全額その他特定財源
定額減税調整給付金不足額給付事業 ▲709万円 全額国庫支出金
後期高齢者医療特別会計繰出金 ▲105万4千円 全額一般財源
障害者医療給付 ▲400万円 国庫支出金・道支出金・一般財源
常設保育所運営（かもめ保育園冷蔵冷凍庫整備事業） ▲117万円 全額一般財源
感染症対策の推進（母子保健（定期予防接種）） ▲250万円 全額一般財源
ウニ栽培漁業推進（エゾバフンウニ栽培漁業推進事業補助） ▲60万円 全額その他特定財源
産業資金貸付 ▲1,200万円 全額その他特定財源
“古くて新しいまち江差”観光振興（地域ＤＭＯ）事業 ▲261万円 その他特定財源・一般財源
江差追分会運営補助 ▲300万円9千円 その他特定財源・一般財源
海水浴場運営（令和７年度かもめ島海水浴場えびす浜整備工事） ▲198万円 全額一般財源
いにしえ街道分電盤柵更新事業 ▲44万円 その他特定財源・一般財源
行政組合分担金（常備消防費） ▲1,255万3千円 全額一般財源
行政組合分担金（非常備消防費） ▲44万8千円 全額一般財源
学校用タブレット端末更新（小学校） ▲150万円 全額道支出金
学校給食費無償化事業（小学校） ▲70万円 全額その他特定財源
学校用タブレット端末更新（中学校） ▲80万円 全額道支出金
学校給食費無償化事業（中学校） ▲90万円 全額その他特定財源
生涯学習推進 ▲20万円 全額一般財源
芸術鑑賞事業 ▲14万3千円 その他特定財源・一般財源
運動公園管理 ▲40万円 全額一般財源
水堀町民プール管理 ▲9万円 全額一般財源
後期高齢者医療広域連合給付金 ▲105万4千円 その他特定財源

減額補正合計額 ▲6,077万5千円
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そ の 他

億
円
の
使
い
方
を
チ
ェッ
ク

億
円
の
使
い
方
を
チ
ェッ
ク

議
長
と
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成

会　　計　　名 歳　　入  歳　　出
一 般 会 計 ６７億８，５００万円 ６４億７，５０１万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 費 ７億５，０１４万円 ７億４，８８９万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億４，０４２万円 １億３，９７４万円
介 護 保 険 ( 保 険 事 業 ) １２億８，５１６万円 １１億５，１７２万円
介護保険 ( 介護サービス事業 ) ２３５万円 ２３５万円
公設地方卸売市場事業 ６９９万円 ６９９万円
港 湾 整 備 事 業 ２０６万円 ２０６万円
奨 学 金 ３９３万円 ３９１万円

水 道 事 業 会 計 収益合計　４億４，３８８万円 費用合計　３億　 ５２２万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 収益合計　３億２，６８０万円 費用合計　２億３，６９２万円
学 校 給 食 組 合 会 計 １５億３，６０４万円 １５億　 ９８９万円
合 計 １１２億８，２７７万円 １０５億８，２７０万円

まちのふところ具合はまちのふところ具合は
　令和６年度江差町各会計決算審査特別委員会（塚本　眞委員長）は、9 月 10
日の委員会設置から 10 月 17 日までに４日間、委員会を開催した。令和６年度
各会計の歳入歳出全般に係る執行状況について、各課から説明を受け、町政の発
展と町民福祉の向上に資する的確な執行について慎重かつ詳細に審査しました。

106106
令和６年度

決　算

総 括 質 疑 決算特別委員会で町長に対し総括して質疑した内容を抜粋し掲載します。

技術系職員の欠員対策について 不適正事務再発防止の徹底について
問　建設水道課における技術系職員については欠員

状態が続いており、新たな技術系職員の採用もま
まならない状況が続いている。

　　現状についてどのような検討がなされ、対応策
を考えているのか伺う。

答　継続的に募集を実施しているが、応募が無く、
現状では建設水道課内で横断的な連携を取りなが
ら業務を進めている。

　　土木工事積算業務については、「北海道建設技術
センター」への委託を行い、業務の負担軽減を図っ
ており、今後も継続して技術系職員の募集を実施
し、併せて技術支援体制のやり方などを検討して
参りたい。

問　令和6年から令和７年にかけて発生した税務課に
おける不適正事務については、町民の信頼を大き
く損ねるものである。

　　過去に類をみないほどの事案であり、このよう
な事態を二度と発生させないためにも再発防止策
の徹底についての決意を伺う。

答　再発防止策について、大きく6項目の具体的な取
り組みを掲げており、現在、再発防止策の強化に
取り組んでいる。

　　今回の不適正事務により、町民、関係機関の皆
様に多大なご迷惑をお掛けし、信頼を大きく損ね
る結果となり、改めてお詫び申し上げます。

　　引き続き再発防止に万全の対策を講じて参ります。

◇江差町立保育所条例の一部改正
◇江差町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
◇江差町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
◇江差町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
◇江差町港湾管理条例の一部改正

◎条例改正

意 見書を提出
　12月定例会では１件の意見書を提出し、全て可決、関係行政機関へ送付しました。
《可決》
◆国立病院の機能強化を求める意見書の提出について
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【
報
告
内
容
】

　

各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
な
お
、
次
の
点
に
つ
い
て
意

見
、
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
申

し
添
え
る
。

◆
技
術
系
職
員
の
欠
員
対
策
に

つ
い
て

　
て

　
早
期
退
職
や
病
気
休
暇
等
に

よ
り
欠
員
状
態
が
続
い
て
い
お

り
、
継
続
的
に
募
集
を
行
っ
て

い
る
が
応
募
が
無
く
、
採
用
と

な
っ
て
い
な
い
事
も
理
解
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
限
ら
れ
た
人
員
で
、
町
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
と
と
も
に
、

多
様
化
し
て
い
る
住
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
か
つ

迅
速
に
展
開
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
応

募
者
を
待
つ
と
い
う
画
一
的
な

手
法
で
は
な
く
、
学
生
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
や
情
報
配
信
、
人
材

育
成
型
の
支
援
な
ど
、
新
た
な

手
法
に
よ
り
人
材
を
確
保
す
る

よ
う
検
討
願
う
。

　
専
門
的
な
知
識
・
資
格
を
有

す
る
職
員
を
必
要
と
す
る
部
署

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ

れ
ら
も
含
め
総
合
的
な
見
地
に

立
っ
た
行
政
組
織
の
整
備
に
努

め
て
頂
き
た
い
。

◆
不
適
正
事
務
等
に
係
る
再
発

防
止
の
徹
底
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
も
職
員
の
不
祥
事

や
不
適
正
な
事
務
処
理
等
が
発

生
し
た
場
合
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強

化
・
徹
底
な
ど
の
再
発
防
止
策

を
講
じ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
同
様
の
不
備
が
繰

り
返
し
発
生
し
て
い
る
。

　
再
発
防
止
策
を
講
じ
た
こ
と

で
一
定
期
間
は
効
果
が
表
れ
る

が
、
そ
の
後
の
年
数
経
過
に
よ

り
職
員
の
意
識
の
低
下
や
人
事

決
算
審
査
特
別
委
員
会
　
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
　
審
査
報
告

現
地
調
査

異
動
な
ど
に
よ
る
引
継
ぎ
不
足

等
に
よ
り
、
組
織
的
な
再
発
防

止
の
推
進
力
が
弱
ま
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

　
人
為
的
ミ
ス
が
繰
り
返
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
再
発
防
止
の
取
組
状
況
を

組
織
に
お
い
て
定
期
的
に
確
認

し
て
い
く
仕
組
み
も
必
要
と
思

わ
れ
る
。

　
再
発
防
止
の
取
組
が
維
持
さ

れ
、
職
員
間
に
そ
の
意
識
が
根

付
き
、
全
て
の
職
員
が
適
正
に

職
務
を
執
行
で
き
る
よ
う
な
組

織
体
制
の
確
保
を
望
む
。

令 和 ６ 年 度令 和 ６ 年 度   決 算 を 認 定決 算 を 認 定
　
第
４
回
定
例
会
で
、
塚
本
委
員
長
が
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る
委
員
長
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

塚本　眞　委員長

決算特別委員会の様子

かもめ島中央遊歩道保全対策工事視察 町道陣屋椴川線 第３椴川橋架換工事視察

　
決
算
年
度
に
関
連
の
あ
る
事
業
等
の
現
状
確
認
を
す
る
た

め
、
現
地
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、町
道
陣
屋
椴
川
線 

第
３
椴
川
橋
架
換
工
事（
椴

川)

、
か
も
め
島
中
央
遊
歩
道
保
全
対
策
工
事
〈
法
面
転
落

防
止
〉(

か
も
め
島)

を
視
察
し
ま
し
た
。
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◆総括的事項（抜粋）
＜地域の現状＞
・人口減少に比例して高齢化率も上昇傾向にあり、過疎化の進行

は継続している。加えて、第一次産業や関連する商工業経済の
停滞など、本町を取り巻く環境は一層厳しさを増している。

＜財政運営＞
・財政指標において、経常収支比率が９６．８％であり昨年度

よりも５．２ポイント上昇しており、行政運営上、自由に使
える財源が少ない事を示している。また、実質公債費比率も
１１．９％と若干ながら減少し健全財政の警戒ラインである
１５％を下回ったが、一般財源の公債費への割合が高く、未だ
本町財政が硬直化している。

・今後も公共施設等の整備は必要とされるため、将来における町
税収入等の減少や地方交付税等の減額、それによる基金の取り
崩しなど、様々な状況を見極めながら､これまで同様に計画的
な財政運営に取り組んで頂きたい。

◆事務事業の執行（抜粋）
・事務事業は概ね適正に執行されているが、これまでの決算審査

において指摘し、改善が見受けられた事項において、前例踏襲
ではなく原点に立ち返るなど、法令順守を基本として行政執行
に注力されたい。

・町税をはじめとした各種保険料、貸付金、使用料などの未収金
が依然として多額な状況にあるため、各法令に基づいた滞納処
分の取り組みを強化すべきである。

◆むすび
・人口減少や少子高齢化が進行し、老朽化した公共施設の維持管

理やデジタル社会への対応、予期せぬ自然災害など、社会情勢
の変化への迅速な対応が求められている。

・現在取り進められている新・道の駅（仮称）「かもめ島」整備
事業とその周辺施設整備等の重要課題への対応や、今後予定さ
れているリサイクル施設整備など更なる財政負担が見込まれる
ため、今後の行財政運営は更に厳しさを増すことが予想され、
これまで以上に適格な財政運営を取り進めて頂きたい。

・将来世代に多額の負担を先送りしないためにも、借入と返済に
おいて良好なバランスを保ちながら、持続可能な財政運営の継
続に取り組んで頂き、町民生活の充実・向上に努められたい。

近藤偉喜代表監査委員（手前）と
小梅洋子議会選出監査委員（奥）

令和７年度　渡島・檜山管内市町議会議員研修会
　10月９日、北斗市総合文化センター かなで～るを会場に、研
修会が行われ、当町から６人の議員が出席しました。
　研修会では、函館水産試験場研究職員 富山 嶺 氏より「調査船
が明らかにする道南沖スルメイカの来遊実態」青森大学社会学部
コミュニティ創生コース教授 佐藤 淳 氏より「対話する議会・議
員を目指して」について、それぞれご講演いただきました。
出席者：萩原議長、飯田議員、小梅議員、西海谷議員、出﨑議員、
　　　　大門議員

研修会に参加しました！研修会に参加しました！

令和６年度決算に対する監査委員からの審査意見令和６年度決算に対する監査委員からの審査意見

　「監査委員」は、町の財務に関
する事務の執行や経営に係る事業
の管理などが、法令等に従って適
正におこなわれているか、効率的
効果的かどうかという観点から、
議会とは別組織として各種監査や
審査等を行う機関です。町に対し、
令和６年度各会計決算は適正とし
ながらも、何点か意見が付されま
した。

区　分 令和5年度 令和４年度 増　減
⑴財政力指数 0.249 0.249 0.00
⑵経常収支比率 96.8% 91.6% 5.2％
⑶実質公債費比率 11.9% 12.3% ▲ 0.4％

【江差町財政指標等】

⑴�財政力指数…地方公共団体の財政基盤の
強弱を示す数値。

　「１」に近づくほど財政力が強い。
⑵�経常収支比率…財政運営の弾力性・健全
性の目安数値。

　�　75％を超えると弾力性が失われつつあ
るとみなされる。

⑶�実質公債費比率…標準財政規模に対する
借入金（地方債）の返済額（公債費）の
割合を示したもの。
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せています。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

６６
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　第４回定例会において次のとおり、町長が行政報
告しました。
１　寄附採納について
　◇東京江差会　　　　　　　　会長　阿部　秀一　様
　　現金6万円

　第７回臨時会において次のとおり、町長が行政報
告しました。
１　小樽商科大学との包括連携に関する協定締結について
２　北部統合保育園の名称の決定について
３　町内における洋上風力の人材育成施設の整備について
４　町有林の保育間伐の作業中に発生した事故について
５　寄附採納について
　◇サツドラホールディングス株式会社 

代表取締役社長　富山　浩樹　様
　　現金１０６万２，９８４円（地域還元金１年分）
　◇公益財団法人ベルマーク教育助成財団　 

理事長　銭谷　眞美　様
　　５０型モニター（学校機器）　　２台
　◇西野　敦子　様　　　　　　　　１点
　◇合同会社ユーラス江差風力　代表社員  
　　株式会社ユーラスエナジーホールディングス　

職務執行者　阿部　哲也　様
　　現金１６０万円（同社からの寄附は１１回目）
　◇RESOURCE HOKKAIDO株式会社 

代表取締役社長　許　徳龍　様
　　企業版ふるさと納税２６万５千円
　◇株式会社五勝手屋本舗

代表取締役　小笠原　敏文　様　 
　　土地（姥神町ほか）　３筆

　第８回臨時会において次のとおり、町長及び教育
長が行政報告しました。
１　寄附採納について（町長行政報告）
　◇明治安田生命保険相互会社

函館支社長 　星野　和昭　様
　　企業版ふるさと納税（金額非公表）
　◇日本生命保険相互会社

代表取締役社長　朝日　智司　様
　　現金６７万６，９００円
　◇日本赤十字社北海道支部　救援車「博愛号」　１台

１　学校職員による金銭事故について（教育長行政報告）

行政報告
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

え
さ
し
の
現
在
の
事
業
収

入
と
当
年
度
末
の
予
定
収

入
は
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
地
方
創
生
拠
点
整
備
タ

イ
プ
に
つ
い
て
、
誰
が
目

標
の
数
字
を
決
定
し
て
申

請
し
た
の
か
伺
う
。

町
長
11
月
末
時
点
、
収

入
が
26
万
１
，
１
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
、
年
度
末

の
予
定
収
入
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
お
示
し
で
き
な

い
。
内
閣
府
等
と
事
前
相

談
を
行
い
、
町
長
決
裁
手

続
き
を
経
て
提
出
し
た
も

の
。

再
エ
コ
ー
は
、
地
域
の

活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
た

め
の
施
設
で
あ
り
そ
の
上

で
、
収
益
を
上
げ
る
必
要

問　
交
付
金
申
請
に
当
た
っ
て
の
目
標
値
は

答　
内
容
の
整
理
を
行
っ
た
上
で
設
定
し
た
も
の

無　
会　
派

議
員

増ま
す
な
が永

　
一か

ず
ひ
こ彦

補
助
金
等
の
対
応
は
考
え

て
い
る
か
。

町
長
重
点
支
援
地
方
交

付
金
事
業
に
つ
い
て
、
対

象
等
が
区
分
分
け
さ
れ
て

す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
お
り
、
現
段
階
に
お
い

て
は
自
園
調
理
員
に
て
対

応
し
て
い
く
。

学
校
教
育
課
長
学
校
給

食
法
上
問
題
無
い
が
、
整

理
す
る
事
項
が
多
い
。
夏

休
み
と
冬
休
み
に
１
回
ず

つ
訪
問
し
て
お
り
、
英
語

に
触
れ
る
機
会
や
英
語
で

遊
ぶ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

再
再
保
育
園
で
英
語
教

育
を
実
施
す
る
た
め
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
増
員
の
考
え
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長
増
員
は

考
え
て
い
な
い
。

町
長
効
率
化
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

統
合
の
目
的
は
子
供
た
ち

の
保
育
環
境
を
良
く
す
る

た
め
。
効
率
面
だ
け
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
と
子
供

に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ご
理
解
願

い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
は
低
所
得
者

や
子
育
て
世
帯
の
み
な
ら

ず
全
町
民
に
も
影
響
を
与

え
て
お
り
、
全
町
民
に
対

し
て
、
物
価
高
騰
対
策
の

　
保
育
園
の
統
合
に
よ
っ

て
人
件
費
や
施
設
維
持
費

等
の
経
費
が
ど
の
程
度
軽

減
さ
れ
る
か
伺
う
。

町
長
施
設
維
持
管
理
費

等
、
一
定
程
度
軽
減
と
な

る
も
の
の
、
人
件
費
に
関

し
て
は
大
き
く
変
わ
る
も

の
で
は
な
い
。
安
心
し
て

利
用
で
き
る
体
制
を
構
築

し
な
が
ら
効
率
的
な
運
営

に
努
め
て
い
く
。

再
保
育
園
の
給
食
を
外

部
搬
入
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
育
園
側
の
調
理
員

人
件
費
の
圧
縮
と
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
コ
ス
ト
削
減

に
繋
が
る
。
給
食
セ
ン

タ
ー
で
保
育
園
の
給
食
提

供
は
法
律
的
に
問
題
か
。

ま
た
、
統
合
に
よ
る
削
減

経
費
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長
子
ど
も

１
人
１
人
の
状
況
を
考
慮

問　
国
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問　
常
設
保
育
所
と
英
語
教
育
に
つ
い
て

答　
交
付
金
を
活
用
し
事
業
を
検
討
し
て
い
く

答　
保
育
環
境
向
上
の
た
め
の
運
営
に
努
め
る

再
過
去
に
は
町
民
か
ら

経
済
不
安
を
取
り
除
い
て
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
る

か
を
し
っ
か
り
説
明
し
て

い
く
と
伝
え
て
い
る
経
過

が
あ
る
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 

３
月
末
に
は
お
示
し
で
き

る
よ
う
取
り
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。

導
に
て
、
ス
キ
ル
向
上
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時

点
で
は
喫
緊
に
ガ
バ
メ
ン

ト
ハ
ン
タ
ー
の
配
置
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

　
新
道
の
駅
の
経
済
効
果

に
つ
い
て
、
今
現
在
、
作

成
に
至
っ
て
な
い
た
め
作

成
完
了
し
だ
い
議
会
に
提

出
と
の
こ
と
だ
が
、
い
つ

提
出
で
き
る
の
か
伺
う
。

町
長
事
業
者
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
提
案
書
の
内
容
に

基
づ
く
経
済
効
果
の
試
算

を
年
度
内
に
作
成
し
、
お

示
し
す
る
。

　
猟
友
会
江
差
支
部
江
差

部
会
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の

確
保
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

町
長
ハ
ン
タ
ー
の
人
材

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

専
門
人
材
に
よ
る
実
地
指

問　
新
道
の
駅
の
経
済
効
果
に
つ
い
て

問　
ハ
ン
タ
ー
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
考
え
は

答　
３
月
末
ま
で
に
お
示
し
す
る

答　
財
政
的
支
援
や
実
地
指
導
を
進
め
て
い
く

が
あ
る
と
過
去
に
答
弁
し

て
い
る
が
、
毎
年
７
５
０

万
円
の
運
営
費
が
必
要
に

な
る
。
実
際
に
７
５
０
万

円
の
収
入
は
何
年
後
に
な

る
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 
現
時
点
で
は
、
達
成
で
き

る
見
込
み
は
持
っ
て
い
な

い
が
、
上
町
に
人
の
流
れ

を
作
る
中
で
収
入
の
確
保

に
努
め
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

再
再
毎
年
度
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

達
成
状
況
を
江
差
町
総
合

計
画
等
検
証
委
員
会
に
報

告
し
検
証
を
行
い
、
広
報

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
表
と
あ
る
が
、
検
証
委

員
会
が
い
つ
行
わ
れ
、
ま

た
、
い
つ
広
報
及
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
の

か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

現
状
、
検
証
報
告
は
出
来

て
い
ま
せ
ん
が
、
３
月
ま

で
に
検
証
委
員
会
を
開
催

し
、
広
報
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
公
表

す
る
。

増永　一彦議員

い
る
も
の
で
あ
る
。
制
度

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
実
施

事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

再
江
差
町
単
独
で
の
補

助
は
考
え
て
い
る
か
。
国

の
支
援
と
は
別
に
、
水
道

料
金
の
補
助
な
ど
検
討
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

町
長
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
事
業
を
決
定
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
た
め
ご
理

解
願
い
ま
す
。
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つ
い
て
、
予
算
査
定
の
中

で
精
査
を
進
め
て
お
り
、

現
在
も
実
施
し
て
い
る
。

ハ
ン
タ
ー
が
加
入
す
る
保

険
加
入
に
対
す
る
補
助
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
２
点
目
、
専
門
人
材
か

ら
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
進
め
方

に
対
す
る
助
言
を
踏
ま
え
、

計
画
的
に
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
会
計
年
度
任
用
職
員

を
募
集
し
、
ハ
ン
タ
ー
資

格
を
取
る
と
い
う
こ
と
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
広
葉
樹
が
不

足
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
、

江
差
町
単
独
で
な
く
近
隣

町
と
共
同
し
て
、
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

産
業
振
興
課
長
専
門
人

材
に
来
て
い
た
だ
き
な
が

ら
現
在
活
動
し
て
い
る
ハ

ン
タ
ー
の
ス
キ
ル
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
人
的
配
置
も

　
政
府
は
「
ク
マ
被
害
対

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
決
定

し
た
が
、
こ
の
支
援
策
を

活
用
し
て
更
な
る
捕
獲
・

駆
除
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
。

　
１
点
目
、
ハ
ン
タ
ー
の

増
員
を
図
る
た
め
、
報
酬

の
増
額
や
不
慮
の
事
故
に

対
す
る
補
償
対
策
等
、
処

遇
改
善
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
冬
眠
明
け
の

捕
獲
対
策
や
、
山
奥
に
広

葉
樹
を
植
え
る
等
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

町
長
１
点
目
、
現
在
、

ハ
ン
タ
ー
の
負
担
軽
減
を

図
る
べ
く
、
更
な
る
処
遇

改
善
に
向
け
た
支
援
策
に

問
　
国
の
熊
対
策
を
受
け
た
今
後
の
対
応
は

答
　
財
政
的
支
援
や
実
地
指
導
を
進
め
て
い
く

無　
会　
派

議
員

飯い
い
だ田

　
隆り

ゅ
う
い
ち一

含
め
て
今
後
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
２
点
目
、
北
海
道
や
関

係
機
関
に
も
相
談
を
し
な

が
ら
対
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　
江
差
町
は
既
に
多
く
の

施
設
が
建
設
さ
れ
、
稼
働

し
て
い
る
が
実
態
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
既
存
施
設
の

事
故
や
将
来
設
備
廃
棄
の

際
に
は
、
地
域
の
環
境
に

安
全
な
対
策
を
求
め
る
た

め
の
町
と
し
て
の
対
応
を

伺
う
。

　
３
点
目
、
施
設
を
含
め
、

町
と
し
て
の
税
収
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
等
が
あ
る
か
伺

う
。町

長
稼
働
実
態
の
把
握

に
つ
い
て
、
事
業
者
か
ら

の
届
け
出
に
加
え
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
計

画
認
定
情
報
、
課
税
台
帳

と
照
合
さ
せ
実
態
把
握
に

努
め
て
い
る
。

　
２
点
目
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
が
終

了
し
た
場
合
、
速
や
か
に

除
却
す
る
と
と
も
に
、
届

け
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て

　
現
状
、
宿
泊
施
設
が
不

足
を
し
て
お
り
、
町
も
支

援
策
を
積
極
的
に
打
ち
出

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。

町
長
先
進
地
の
例
を
参

考
に
、
一
定
程
度
の
宿
泊

施
設
の
整
備
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
支
援

策
等
に
つ
い
て
、
町
内
の

宿
泊
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

考
え
て
お
り
ご
理
解
願
い

ま
す
。

再
令
和
元
年
に
ま
ち
づ

く
り
推
進
交
付
金
を
活
用

い
る
。
ま
た
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
適
切
な
運

用
に
つ
い
て
、
地
域
や
環

境
に
安
全
な
配
慮
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
国
、
道
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　
３
点
目
、
令
和
７
年
度

の
固
定
資
産
税
の
総
額
の

内
、
償
却
資
産
に
関
す
る

割
合
は
約
39
％
、
１
億
３
，

０
０
０
万
円
で
あ
り
、
そ

の
内
再
エ
ネ
の
陸
上
風
力

と
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
税
額

は
約
７
，
７
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
い
る
。

　
数
年
後
に
は
、
洋
上
風

力
の
建
設
な
ど
税
収
面
以

外
に
お
い
て
も
、
企
業
の

進
出
や
雇
用
創
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
の
面

で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

し
て
、
新
し
い
施
設
が
誕

生
し
た
経
過
が
あ
る
。
宿

泊
が
増
え
る
こ
と
は
、
交

流
人
口
に
資
す
る
大
変
重

要
な
施
策
で
あ
り
、
同
程

度
の
支
援
策
を
打
ち
出
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

総
務
課
参
事
洋
上
風
力

の
建
設
工
事
期
間
な
ど
を

整
理
し
な
が
ら
、
町
内
に

お
け
る
、
宿
泊
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

問
　
既
存
の
風
力
発
電
等
施
設
の
実
態
は

答
　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る

問
　
事
業
者
向
け
宿
泊
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

答
　
状
況
を
考
慮
し
、
支
援
策
等
検
討
す
る 富山県入善町の洋上風力

（総務産業常任委員会行政視察において撮影）

飯田　隆一議員
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ら
れ
る
体
制
作
り
が
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

今
後
、
考
え
て
い
る
方
策

等
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し

て
お
り
、
ま
た
集
い
の
場
、

居
場
所
作
り
を
推
進
し
、

孤
立
防
止
に
も
取
り
組
む

他
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
成
年
後
見
制
度

の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
今
後
も
高
齢
者
の
方
々

が
安
心
し
て
老
後
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
事
業
を
推
進

　
社
会
的
孤
立
、
介
護
人

材
の
不
足
、
経
済
的
困
窮
、

認
知
症
や
意
思
決
定
機
関

の
困
難
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
地
元
に
あ
る
様
々
な

団
体
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
幸
福
で
終
末
を
迎
え

問
　
単
身
高
齢
者
福
祉
の
課
題
に
つ
い
て

答
　
地
域
で
支
え
合
う
体
制
の
充
実
を
図
る

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本

　
　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

クリの木に集寄ってくる熊の様子

　
２
０
２
５
年
の
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
に
お
い

て
、
基
礎
的
な
知
識
、
技

能
の
定
着
な
ど
一
定
程
度

成
果
が
見
ら
れ
て
い
る
が
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
を
問
う
記
述
問
題
に
つ

い
て
は
な
か
な
か
厳
し
い

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

る
と
伺
っ
て
お
り
、
結
果

を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
評

価
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
長
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
の
結
果
を
受
け
、

江
差
町
学
力
向
上
対
策
会

議
を
設
置
し
、
結
果
の
共

有
や
誤
っ
た
回
答
の
分
析
、

各
小
中
学
校
の
学
力
向
上

の
取
り
組
み
を
情
報
交
換

し
、
日
々
の
学
習
指
導
に

生
か
し
て
い
る
。

　
保
護
者
や
学
校
、
地
域
、

行
政
が
学
力
の
状
況
や
課

題
を
共
有
し
、
子
供
た
ち

の
更
な
る
学
力
向
上
と
学

習
状
況
の
改
善
に
繋
が
る

よ
う
、
各
小
中
学
校
や
家

庭
と
連
携
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
受
け
て

答
　
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
進
め
る

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
行
政
社
協
住
民
が
参

加
す
る
総
合
事
業
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
い
る
先
進

事
例
も
あ
り
、
地
域
の

様
々
な
組
織
を
巻
き
込
み

総
合
的
に
課
題
を
解
決
す

る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
行

政
の
み
で
高
齢
者
の
見
守

り
を
完
結
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
方
々
や
関

係
団
体
と
と
も
に
、
地
域

で
支
え
合
う
体
制
を
さ
ら

に
充
実
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ご
理
解
願
い

ま
す
。

　
児
童
、
生
徒
へ
の
パ
ソ

コ
ン
資
材
は
定
期
的
に
更

新
さ
れ
て
い
る
が
、
教
職

員
が
使
用
す
る
機
器
の
更

新
が
後
回
し
に
な
っ
て
い

　
ク
マ
被
害
を
減
ら
す
た

め
、
エ
サ
と
な
り
う
る
市

街
地
に
お
け
る
「
く
る
み

の
木
」
な
ど
の
伐
採
等
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
と
伺
っ
て
い
る
。
計
画

的
な
更
新
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
各
小
中
学
校
か

ら
は
更
新
し
て
欲
し
い
と

て
い
る
の
か
所
見
を
伺
う
。

町
長
各
今
年
度
中
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
策
定

し
、
市
街
地
に
お
け
る
誘

引
樹
木
の
伐
採
を
含
め
、

の
要
望
を
受
け
て
お
り
、

必
要
な
台
数
や
パ
ソ
コ
ン

の
機
種
等
に
つ
い
て
整
理

し
た
上
で
、
町
長
部
局
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ご
理
解
願
い

ま
す
。

ゾ
ー
ン
に
応
じ
た
対
策
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。

問
　
教
育
現
場
に
お
け
る
機
器
の
更
新
を

問
　
ヒ
グ
マ
出
没
対
策
に
つ
い
て

答
　
必
要
な
情
報
を
整
理
し
協
議
を
行
う

答
　
計
画
を
策
定
し
対
策
を
進
め
て
い
く
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３
点
目
、
９
月
の
江
差

追
分
全
国
大
会
の
際
、
毎

年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
、
の

ぼ
り
が
立
て
ら
れ
て
い
る

が
今
年
、
突
如
と
し
て
立

て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
代
わ

り
に
小
さ
な
の
ぼ
り
が

立
っ
て
い
た
。
来
年
か
ら

の
ぼ
り
を
立
て
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
や
る
か
や
ら

な
い
か
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

　
１
点
目
、
７
月
の
か
も

め
島
ま
つ
り
の
際
、
瓶
子

岩
へ
の
し
め
縄
飾
り
を
し

て
い
る
が
、
去
年
今
年
と

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
来

年
は
し
め
縄
飾
り
を
実
施

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

す
る
か
し
な
い
か
、
イ
エ

ス
か
ノ
ー
か
で
答
え
ま

し
ょ
う
。

　
２
点
目
、
８
月
の
姥
神

大
神
宮
渡
御
祭
の
際
、
毎

年
、
街
道
沿
い
に
の
ぼ
り

が
立
っ
て
い
る
が
、
強
風

等
で
ポ
ー
ル
に
巻
き
付
い

く
な
ど
、
全
く
そ
の
体
を

成
し
て
お
ら
ず
、
来
年
か

ら
毎
日
点
検
す
べ
き
だ
と

考
え
る
。
点
検
す
る
か
し

な
い
か
、
イ
エ
ス
・
ノ
ー

で
答
え
ま
し
ょ
う
。

田畑　豊利議員

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

江
差
が
建
設
さ
れ
た
が
、

町
の
事
務
ミ
ス
で
約
百
数

十
万
の
防
火
設
備
不
備
が

あ
り
、
１
月
に
そ
の
一
部

を
副
町
長
と
町
長
が
弁
償

し
た
が
、
残
額
は
払
っ
て

無
い
。
い
つ
ま
で
に
残
金

を
払
う
の
か
、
武
士
の
情

け
で
年
度
末
ま
で
に
払
う

べ
き
と
考
え
る
が
、
イ
エ

ス
・
ノ
ー
で
お
答
え
下
さ

い
。町

長
施
設
整
備
過
程
に

お
い
て
、
町
民
の
皆
様
初

　
町
長
公
用
車
は
、
今
の

江
差
町
に
と
っ
て
無
用
の

長
物
で
あ
り
、
来
年
か
ら

町
長
公
用
車
は
廃
止
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
来
年

か
ら
廃
止
す
る
か
し
な
い

め
、
議
員
の
皆
様
に
多
大

な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

町
政
に
対
す
る
信
頼
を
大

き
く
損
な
う
こ
と
と
な
り
、

責
任
の
重
大
さ
に
鑑
み
、

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
、
町
長
及
び
当

時
の
副
町
長
の
給
与
を
そ

れ
ぞ
れ
１
ヶ
月
10
％
減
額

す
る
条
例
を
提
案
し
、
議

決
頂
い
た
。
給
料
の
減
額

に
つ
い
て
は
、
弁
償
と
い

う
考
え
方
と
は
性
格
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
り
ご
理

解
願
い
ま
す
。

か
、
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
お

答
え
下
さ
い
。

町
長
稼
働
現
行
リ
ー
ス

契
約
が
来
年
６
月
に
満
了

す
る
こ
と
か
ら
、
時
期
を

見
据
え
て
判
断
し
て
い
く
。

問
　
防
火
施
設
工
事
不
備
に
係
る
残
り
の
弁
償
は

問
　
町
長
公
用
車
に
つ
い
て

答
　
弁
償
と
い
う
考
え
方
と
は
性
質
が
異
な
る

答
　
時
期
を
見
据
え
て
判
断
す
る

町
長
１
点
目
、
か
も
め

島
ま
つ
り
に
お
け
る
瓶
子

岩
へ
の
し
め
飾
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
実
施
主
体
が

厳
島
神
社
奉
賛
会
で
あ
り
、

町
か
ら
答
え
る
立
場
に
な

い
。

●
答
弁
が
イ
エ
ス
か
ノ
ー

で
な
い
こ
と
を
理
由
に
議

長
の
指
名
無
く
発
言
し
進

行
が
止
ま
る

　
こ
の
行
動
に
対
し
、

急
遽
、
議
会
運
営
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　
●
小
野
寺
委
員
長
よ
り
議

会
運
営
委
員
会
の
報
告

田
畑
議
員
は
会
議
規
則

等
に
則
っ
て
質
問
を
致

し
、
町
長
は
質
問
に
対

し
的
確
な
答
弁
を
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

改
め
て
町
長
の
考
え
方

で
答
弁
を
求
め
る
も
の
。

　
２
点
目
、
担
当
職
員
に

よ
る
見
回
り
・
手
直
し
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
町

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
連

絡
に
適
宜
対
応
し
て
い
る

お
り
、
継
続
し
て
い
く
。

　
３
点
目
、
江
差
追
分
全

国
大
会
歴
代
優
勝
者
の
の

ぼ
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
掲
出
に
よ
る
破
損
状

昨年まで町内に設置されていた歴代優勝者ののぼり

問　
江
差
町
三
大
祭
り
に
つ
い
て

答　
関
係
機
関
と
協
議
し
た
上
で
の
対
応
で
あ
る

無　
会　
派

議
員

田た
ば
た畑

　
豊と

よ
と
し利

況
と
修
復
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
考
慮
し
た
結
果
、
今

年
か
ら
大
会
名
を
掲
げ
た

の
ぼ
り
に
統
一
す
る
こ
と

を
設
置
者
で
あ
る
江
差
追

分
会
が
決
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
来
年
以
降
も
優

勝
者
の
の
ぼ
り
は
設
置
し

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
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日
本
共
産
党

議
員

小お
の
で
ら

野
寺
　
真ま

こ
と

担
っ
て
貰
お
う
と
考
え
て

い
る
が
、
事
業
に
見
合
っ

た
対
価
が
し
っ
か
り
出
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

町
長
１
点
目
、
情
報
収

集
に
努
め
、
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
２
点
目
、
制
度
の
趣
旨

や
他
市
町
村
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
、
関
係
者
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
整
理

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
実

施
に
向
け
、
町
の
基
本
的

　
介
護
保
険
制
度
改
正
案

に
つ
い
て
、
国
に
対
し
強

く
反
対
を
伝
え
る
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
国
は
総
合
事

業
に
お
い
て
民
間
事
業
所

等
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

問
　
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
対
応
は

答
　
関
係
機
関
の
意
見
を
取
り
入
れ
整
理
す
る

　
国
で
は
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
を
推
し
進
め

て
い
る
。
江
差
町
は
課
を

統
合
し
、
一
つ
の
課
で
介

護
と
障
が
い
を
見
る
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

町
長
重
層
的
支
援
体
制

整
備
に
つ
い
て
、
分
野
を

横
断
し
た
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
も
の
で

あ
り
、
地
域
住
民
が
抱
え

る
複
雑
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ

と
は
十
分
認
識
を
し
て
い

る
。
今
後
は
住
民
ニ
ー
ズ

や
先
進
自
治
体
の
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
組
織
体

制
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

役
場
関
係
各
課
で
議
論
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

問
　
共
生
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
　
組
織
体
制
も
含
め
検
討
し
て
い
く

な
考
え
方
を
定
め
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。

　
２
点
目
、
総
合
事
業
対

象
者
が
従
来
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制

度
設
計
が
必
要
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。 

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
１

点
目
、
意
見
交
換
を
行
い
、

事
業
内
容
を
検
討
し
て
持

続
可
能
な
地
域
作
り
を
進

め
て
い
く
。

　
２
点
目
、
サ
ー
ビ
ス
を

確
実
に
利
用
出
来
る
事
が

最
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、

事
業
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
制
度
設
計
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
江
差
町
よ
り
規
模
の

大
き
い
市
町
で
さ
え
同
じ

課
で
業
務
を
進
め
て
い
る
。

研
修
の
充
実
等
も
含
め
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
が
所

見
を
伺
う
。

町
長
今
の
体
制
を
見
直

す
時
期
に
来
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ご
指
摘
を

踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

小野寺　真議員

　
意
思
決
定
支
援
等
に
つ

い
て
、
町
と
事
業
所
の
取

り
組
み
の
現
状
は
。

　
２
点
目
、
地
域
連
携
推

進
会
議
の
開
催
が
事
業
所

の
義
務
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
内
の
対
象
事
業
所
は
い

く
つ
あ
る
か
。
対
象
事
業

所
は
地
域
連
携
推
進
会
議

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺

う
。町

長
１
点
目
、
町
と
し

て
周
知
が
不
足
し
て
お
り

今
後
、
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
く
。
今
年
度
、
意
思

決
定
支
援
会
議
は
１
回
開

催
さ
れ
て
お
り
、
町
も
参

加
し
て
い
る
。

　
２
点
目
、
あ
す
な
ろ
学

園
と
あ
す
な
ろ
福
祉
会
の

共
同
生
活
援
助
事
業
所
の

５
事
業
所
と
な
っ
て
お
り
、

年
度
内
に
地
域
連
携
推
進

会
議
と
施
設
見
学
の
開
催

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
対
象
事
業
所

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
行
く
。

再

当
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
へ
も
周
知
を
進
め
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。
ま
た
、
分
か
り

易
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

活
用
な
ど
の
検
討
は
。

　

２
点
目
、
積
極
的
に
、

地
域
連
携
推
進
会
議
の
中

で
意
見
反
映
を
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
る
が
所
見
を

問
　
共
生
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
　
組
織
体
制
も
含
め
検
討
し
て
い
く

伺
う
。

　
３
点
目
、
意
思
決
定
支

援
会
議
は
非
常
に
重
要
な

会
議
で
あ
る
が
、
開
催
が

１
回
だ
っ
た
背
景
は
。

町
民
福
祉
課
長
１
点
目
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
周
知
を
図
っ

て
行
き
た
い
。

　
２
点
目
、
意
見
交
換
を

行
い
、
連
携
会
議
の
目
的

達
成
に
向
け
、
意
見
反
映

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
３
点
目
、
意
思
決
定
支

援
や
相
談
支
援
体
制
の
仕

組
み
が
分
か
ら
な
い
こ
と

も
要
因
の
一
つ
と
考
え
て

お
り
、
周
知
徹
底
に
努
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
文
科
省
で
は
、
学
校
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
し
て
お
り
、
当
町
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
未
整
備
箇
所
の
整
備

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
の

課
題
等
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
江
差
中
学
校
は

建
設
時
か
ら
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
小
中
学
校
に
お

い
て
は
、
建
物
の
構
造
上
、

対
応
で
き
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
限
ら
れ
て
お
り
、

文
部
科
学
省
が
示
す
整
備

目
標
に
沿
い
な
が
ら
、
検

討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問
　
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
は

答
　
整
備
目
標
に
沿
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

再
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
江
差
小
学
校
の
場
合
、

ス
ロ
ー
プ
は
ど
の
よ
う
に

設
置
と
な
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
一
般
的

な
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
は
難

し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

整
備
目
標
に
沿
い
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
出
来
る
か
検
討
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
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少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
停
止
命
令
措
置
に
伴
う

影
響
に
関
し
て
、
町
内
の

漁
業
者
や
飲
食
店
等
か
ら

町
に
対
す
る
具
体
的
な
相

談
や
要
望
等
は
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
寄
せ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
漁
業
者
が
安
心

し
て
漁
獲
出
来
る
よ
う
、

ヤ
リ
イ
カ
の
特
別
採
捕
許

可
枠
を
確
保
し
て
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
魚
種
全
般
に
渡

る
漁
獲
量
の
推
移
に
注
視

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
町
と
し

て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
ス
ル
メ
イ
カ
に
限
ら

ず
漁
業
の
衰
退
を
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
考
え
る
が

今
後
、
漁
業
者
へ
の
目
配

せ
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
予
定
し
て
い
る
か
伺

う
。産

業
振
興
課
長
海
水
温

の
上
昇
な
ど
海
洋
環
境
の

変
化
に
伴
い
、
イ
カ
や
鮭

な
ど
の
魚
種
を
始
め
こ
こ

数
年
は
思
う
よ
う
な
漁
獲

量
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
漁

師
の
方
々
が
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

あ
る
が
、
現
場
に
出
向
き

な
が
ら
漁
師
の
方
々
と
の

対
話
を
行
い
、
ト
ラ
ウ
ト

サ
ー
モ
ン
の
養
殖
事
業
や

各
種
支
援
策
な
ど
の
取
り

組
み
に
も
繋
が
っ
て
来
て

お
り
引
き
続
き
、
漁
業
者

の
方
々
や
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
漁
業
が
大
き
く

衰
退
す
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
必
要
な
対
応
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
ス
ル
メ
イ
カ
の
年
間
漁

獲
枠
上
限
超
過
に
よ
り
、

小
型
船
に
よ
る
ス
ル
メ
イ

カ
釣
り
漁
の
操
業
停
止
命

令
が
出
さ
れ
、
一
時
、
知

事
権
限
に
よ
り
道
内
の
沖

合
の
み
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁

再
開
が
認
め
ら
れ
た
も
の

の
、
漁
獲
量
が
制
限
さ
れ

道
内
漁
業
者
へ
の
影
響
が

少
な
く
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
ス
ル
メ
イ
カ
漁
の
漁

獲
量
制
限
は
、
町
内
の
漁

業
者
、
取
引
業
者
、
飲
食

店
へ
ど
の
よ
う
に
影
響
し

て
い
る
か
。

　
２
点
目
、
そ
の
影
響
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
対
処
、
支
援
し
て
行
く

か
所
見
を
伺
う
。

町
長
当
町
の
漁
業
者
も

問
　
ス
ル
メ
イ
カ
漁
制
限
の
影
響
や
対
応
は

答
　
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
対
応
す
る

無　
会　
派

議
員

出で
さ
き﨑

　
太た

ろ
う郎

江差で実際に出港しているイカ釣り漁船

出﨑　太郎議員

常任委員会・議会改革調査特別委員会常任委員会・議会改革調査特別委員会
　　　　 事務調査継続中！　　　　 事務調査継続中！

総務産業常任委員会　『�洋上風力発電導入に向けた地域経済への影響に関する
事務調査について』

社会文教常任委員会　『江差町における高等学校の在り方に関する事務調査』

　10月22日、「道の駅と地域振興及び観光振興について」
をテーマに、洞爺湖町議会議員12名、事務局２名が来町
されました。
　萩原議長より歓迎挨拶の後、町まちづくり推進課主幹、
町追分観光課長より説明があり説明後に意見交換及び質
疑応答を行い、行政視察を終了しました。

洞爺湖町議会が行政視察で来町洞爺湖町議会が行政視察で来町
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江差町議会第４回定例会　賛否一覧（全員一致の議案を除く）

議　　　件　　　名

増
永　
一
彦

大
門　
和
幸

田
畑　
豊
利

出
﨑　
太
郎

西
海
谷　
望

小
梅　
洋
子

室
井　
正
行

小
野
寺　
真

飯
田　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本　
　
眞

採決
結果

議 案 第 1 号 江差町立保育所条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 2 号 江差町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 3 号 江差町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 4 号 江差町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 5 号 江差町港湾管理条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議 案 第６号 令和7年度江差町一般会計補正予算（第16号）について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 ７号 令和7年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第３
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第８号 令和７年度江差町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第９ 号 令和７年度介護保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１０号 令和7年度江差町公共下水道事業会計補正予算（第３号）に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１１号 令和7年度江差町一般会計補正予算（第17号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
発 議 第１号 国立病院の機能強化を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

（凡例：賛成：〇　　反対：×　　欠席：欠）

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和 7 年 10 月 1 日から 12 月 31 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1 傷病・2 出産・3 育児・4 看護・5 介護・6 私用）

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委  員 委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員
大
門
　
和
幸

西
海
谷
　
望

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

田
畑
　
豊
利

出
﨑
　
太
郎

小
野
寺
　
真

打
越
東
亜
夫

塚
本
　
　
眞

増
永
　
一
彦

萩
原
　
　
徹

第 ４ 回 定 例 会 1 2 月 1 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○
第 ７ 回 臨 時 会 1 1 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 ８ 回 臨 時 会 1 1 月 2 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○
第 10 回 全 員 協 議 会 1 1 月 2 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業常任委員会
1 0 月 2 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 1 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月19日～21日 ○ ○ ○ ○

社会文教常任委員会 1 1 月 1 2 日 ○ ○ ❶ ❻ ○
1 1 月 1 7 日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 広 報 特 別 委 員 会
1 0 月 8 日 ○ ○ ○ ○ ○
1 0 月 2 1 日 ○ ○ ○ ○ ○
1 2 月 2 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

議会改革調査特別委員会
1 0 月 2 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 1 月 2 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会

1 1 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 1 月 2 6 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 1 月 2 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 2 月 1 日 ○ ○ ❶ ○ ○ ○
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11
月
７
日
に
第
７
回
臨
時
会
・
11

月
28
日
に
第
８
回
臨
時
会
が
行
な
わ

れ
、
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
ど

お
り
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
【
第
７
回
臨
時
会
】

◎
補
正
予
算
（
一
般
会
計
）

◇
ヒ
グ
マ
被
害
緊
急
対
策
事
業85

万
１
千
円

◇
江
差
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

　
活
用
基
金
積
立

１
６
０
万
円

◇
江
差
町
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

　
特
別
会
計
繰
出
金４

，
７
２
５
万
６
千
円

◎
補
正
予
算
（
特
別
会
計
）

◇
江
差
町
卸
売
市
場
移
転
新
築
事
業

　
（
移
転
新
築
工
事
）６

，
９
３
２
万
２
千
円

◇
江
差
町
卸
売
市
場
移
転
新
築
事
業

　
（
実
施
設
計
）

▲
６
万
６
千
円

◇
江
差
町
卸
売
市
場
移
転
新
築
事
業

　
（
外
構
工
事
）

９
０
０
万
円

◇
江
差
町
卸
売
市
場
移
転
新
築
事
業

　
（
解
体
工
事
）

２
，
９
８
０
万
３
千
円

◎
報
告
（
専
決
）

■
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
決
定

◎
そ
の
他

■
江
差
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市

　
町
村
計
画
の
変
更
つ
い
て

　
【
第
８
回
臨
時
会
】

◎
補
正
予
算

◇
職
員
人
件
費
（
一
般
職
）

３
，
７
５
８
万
９
千
円

◇
職
員
人
件
費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

１
，
６
８
５
万
３
千
円

◇
国
民
健
康
費
特
別
会
計
繰
出
金

１
８
４
万
円

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
３
１
万
５
千
円

◇
公
共
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

67
万
５
千
円

◇
行
政
組
合
分
担
金
（
常
備
消
防
費
）

４
６
０
万
８
千
円

※
人
事
院
勧
告
等
影
響
分
に
よ
る
人
件
費

補
正

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
貸
出
事
業

10
万
６
千
円

◎
条
例
改
正

◇
江
差
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

◇
江
差
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◇
江
差
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◇
江
差
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◎
報
告
（
専
決
）

■
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
決
定

◎
契
約
の
締
結

■
江
差
町
地
方
卸
売
市
場
移
転
新
築
工
事

臨
　
時
　
会

解体予定の江差町地方卸売市場

新江差町地方卸売市場建設予定地新江差町地方卸売市場の外観及び内観（イメージ図）

全員協議会を開催しました！
　11 月 28 日に第 10 回の全員協議会が
開催され議員に対し理事者側から下記の
内容について説明がありました。

●　第10回全員協議会（11月 28日）
　・不適正事務について
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江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆議会広報特別委員会
◆令和７年度渡島・檜山管内市町議会
議長研修会（北斗市）※議員６名出席
◆檜山広域行政組合議会運営委員会
（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第２回定例会
（小野寺議員、出﨑議員）
◆令和６年度各会計決算審査特別委員会
◆総務産業常任委員会
◆議会改革調査特別委員会
◆議会広報特別委員会
◆洞爺湖町議会行政視察来町（議長）
◆総務産業常任委員会
◆主要道道「江差・木古内」線整備促進
要望活動（函館市：議長）
◆主要道道「江差・木古内」線整備促進
要望活動（札幌市：議長）

◆議会運営委員会　◆第７回臨時会　　
◆第６９回町村議会議長会全国大会
（東京都：議長）
◆社会文教常任委員会
◆総務産業常任委員会行政視察（大門議員
西海谷議員、飯田議員、室井議員）
◆議会運営委員会
◆議会運営委員会　◆第８回臨時会
◆第１０回全員協議会
◆議会改革調査特別委員会
◆東京江差会総会（川崎市：議長）

◆議会運営委員会
◆第４回定例会
◆議会広報特別委員会
◆南部桧山衛生処理組合全員協議会
◆南部桧山衛生処理組合第２回定例会
（西海谷議員、大門議員）
◆檜山広域行政組合議会運営委員会
（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第３回定例会
（小野寺議員、出﨑議員）

10月 8日
10月 9日

10月10日

10月15日
～17日

10月21日

10月22日
10月27日
10月29日

10月31日

11月 7日
11月12日

11月19日
～21日

11月26日
11月28日

12月 1日
12月11日
12月25日
12月26日

☆ 負けないぞ!! 手に汗握る白熱した対決
　令和７年１２月２０日～令和８年１月２５日　江差
町文化会館大ホール場で「わくわく子ども広場」が開
催されました。
　冬休みに入り、会
場内には小学生や
親子連れが色々な
遊具で楽しまれ、賑
わっていました。
　写真は、友達と白
熱したラリーで卓
球を楽しむ小学生
たち。

今 号 の 表 紙

（撮影者：増永　一彦　議会広報特別委員会委員）

　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。
　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は３３月月です。です。日程は日程は

ホームページホームページでお知らせします。でお知らせします。

　

　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度
以降の会議録を閲覧することができます。議会
だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略し
ております。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい

議会インターネット配信をご覧ください議会インターネット配信をご覧ください
　議会定例会・臨時会を、動画配信サイト YouTube（ユーチューブ）でご視聴いただけます。
１ スマートフォン・タブレットから
① 右の QR コードを読み取る
② メニューから、動画を選びタップ

２ QRコードが読み取れない・パソコンから
① 動画配信サイト YouTube を検索しサイトに入る。
② 検索画面で「江差町議会」と入力し検索する。
③ 視聴したい動画を選びクリックする。


